
商業高校出身の私には入学前2つの不安がありました。高校では数学は1.2の
み、理科は1年の際に基礎のみ学んだだけで、授業についていけるか、もう1つは女子の割合が低い中で友達
ができるのかというところです。しかし、数学や物理は支援講座で1から丁寧に教えて下さる環境があるし、
入学前のウェルカムパーティーに参加したことで友達が沢山できました。工業高校の人は建築科目で有利で、
普通高校の人は普通科目で有利なので何も出来ないことへの心配な部分はあると思いますが、自分の努力次
第でどうにかなると思っています。今は周りの人たちに助けて貰ってばかりなので、恩を忘れずにいつか
貰った倍以上の恩を贈れるように日々生活していきたいと思います。1年 結城 愛理 さん
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私は普通科の高校から大学に進学しました。そのため、大学の授業では高校
まででは学んだことのない建築に関する知識などを初めて学ぶので、周りのすでに知識を持っている工業高
校出身の人達に付いていくことが大変でした。また、1年間の大学生活を通して大切だと思ったことは、積
極性を持つことです。入学したばかりの頃は、知り合いや友人がいませんでしたが、自分から積極的に話し
かけにいくことで多くの友人を作ることができました。また、授業中にわからないことを残すのではなく分
からなかったら直ぐに先生や友人に聞くことで授業の理解を深めることができました。今後も積極性を持つ
ことを継続して学校生活を頑張っていきたいです。
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登米町家リノベーション提案の
プレゼン風景

インテリアデザイン等を検討中の
塩釜・本多工房３階

新井研究室では２つの空き家活用プロジェク
トを進めています。一つは、登米の文化財である町家を宿泊施設
へと転用するもので、「少しリッチな大人宿」をテーマに学生た
ちが土間や縁側を活かした空間をデザインしプレゼンテーション
を行いました。夏休みにはセルフリノベーション作業等を予定し
ています。もう一つは、昨年度リノベーションをお手伝いしてき
たシェアアトリエの塩釜・本多工房において、今年度は３階のバ
ルコニーを含む部屋を「クリエイティブリビング」をテーマにコ
ワーキング的な場となるようインテリアデザインと運営の計画提
案を行い、現在セルフリノベーションに取り組んでいます。

Pick Up Lab.

長いゴールデンウィークも終わりました。新入生の皆さんも緊張感もほぐれて、大学生活にも慣れてきた頃でしょう。ここから夏休
みまでは淡々と時間が流れていきます。講義、演習、設計と負荷もかかっていきますが、周りの友人とともに乗り越えて行って下さい。５月より来年の２月まで、不破
先生は海外研修制度を活用してデンマーク・オーフスに行っています。機会を見て、現地からの報告も掲載したいと思います。COVID-19の類型変更により、３年ぶりに
日常が戻って来ました。交流や会食なども、やっと制限なく、自由にできる環境となりました。街にも国内外からの観光客が溢れています。「活気」が戻って来たこと
を実感します。皆さんも、この３年間で経験できなかったことがたくさんあることでしょう。少しずつ取り戻していって下さい。さて、今年の１年生にも本学建築学部
で学ぶ意味・意義を考えてもらい、その答え（想い）をまとめた『ここで学ぶこと』を制作し、配付しました。151人全員の思い（想い）が綴られています。今年は
「未来のエスキースを描く。」という本学の新スローガンも重ねて、一人ひとりの「エスキース」を描いてもらいました。入学直後でこれだけ目標を持って文章が書け
るのであれば何にも心配いらない！そう思いました。あとは、コツコツと目の前にあることをクリアしていくことで、自然と未来への道は繋がっていきます。

建築学科の同窓会「尚建会」
が1年生全員に卒業生から寄贈
された本の贈呈を行いました。
この取り組みは、同学科を卒
業した先輩たちが使用してい
た建築に関する本などを1年生
に贈るもので、「建築を学び
始めるあなたに贈る【1冊の本
プロジェクト】」として昨年
から実施しているものです。
配付した本には、1冊ずつ寄贈
した卒業生からのメッセージ
が掲載されていて卒業生と在
学生が繋がるきっかけにも
なっています。
◀

▲ 入学直後のオリエンテーションの中で、石井建築
学部長から「本学の建築学部で学ぶ意義」を伝えまし
た。それを受けて、151名の新入生全員が本学部で学
ぶことの意味や意義、また自身の決意等を文章にまと
めました。その内容を小説風冊子にまとめたものを製
本し、『ここでまなぶこと』として全員に配付しまし
た。同じような思いや目標を持って学ぶ仲間がいるこ
とを感じてもらいたいと思います。また1年後、数年後、
10年後に振り返って自分の成長を感じ、また目標に向
かって歩んでいるのかを再確認するものとして活用し
てもらえたらうれしいです。

授業レポート（建築計画Ⅱ：新井教授）住まいづくりの講義と実技を栗駒
建業の高橋渉社長にお願いしました。実技はノミを使ったホゾ穴削りと檜
の鉋がけを行いましたが、いつもは教室の後ろの方にいる学生が前に出て
きて活躍し、女子学生も積極的に取り組んでいました。（下左）

アジア圏で発刊されているビジネス誌『Asia Business Outlook』（オンライン雑誌）の特集「Top10
Architecture Colleges in Asia」で建築学部・建築学科が紹介されました。本学のきめ細やかな教育の特
徴や建築学部としての総合的建築教育が石井建築学部長（副学長）のインタビュー記事により紹介されてい
ます。▼

建築学部では、毎年新入生オリエンテーション時に「夢
や目標」を書いてもらっています。今年も様々な夢・目
標が集まりました。４年間掲示しておきます。たまに振
り返り、「あの時」の気持ちを確認してみて下さい。努
力次第。夢は必ず叶います！
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